第５２回日整九州学術大会　沖縄大会
日時：令和７年１０月１８日（土）13:00～18:00　　 
　場所：ダブルツリーbyヒルトン那覇首里城　首里の間
報告：大山　耕平

　日整会長の長尾淳彦先生より大会会長挨拶があり、現状の柔道整復師がどのような状況なのかの柔道整復師としての根幹は骨折・脱臼であり、その取扱いが今後の柔道整復師の展望としては大事とのことでした。その後、学術教育部長の徳山健司先生より（柔道整復師はなにができるのか？）として講演されました。エビデンスに基づく医療ガイドラインの構築が急務であり、アートからサイエンスへ施術の均一化について語られました。その後、日整匠の技プロジェクトチームの川戸典知先生により（エコーを柔整の手に）として講演された。内容としては徳山先生に続く形で柔道整復師のガイドラインとしてまずはATF損傷を令和9年３月ごろまでに症例を集め形にその後、突き指を令和１０年３月ごろ形にしていきたいというお話でした。
ワークショップとして会場前方にて足周辺の骨折（外果骨折）と顎関節脱臼の整復固定実習講習を沖縄県柔道整復師会の松田一太先生が行い、超音波観察装置実技講習は沖縄県柔道整復師会の今西博昭先生が行った。
後方のブースでは主にたくさんの学生がエコーに触れ盛り上がりを見せておりました。

（特別講演）
「四肢の外傷と関節疾患」として社会医療法人　友愛会　友愛医療センター　整形外科　人工関節センター長永山 盛隆先生が公演された。
四肢の症例についての詳しい説明があり、画像ではなく視診・触診が大事であり、まずはそこで当たりをつけるのがとても重要だとおっしゃっていました。また永山先生は保険の審査会にも参加されており、柔道整復師の療養費の取り扱いについてはとても造詣が深く、現状の問題点などを挙げながらお話をしてくださいました。

（会員論文発表）
「当院で2023から2024年2年間における前距腓靭帯損傷の調査～超音波装置による評価と早期運動療法の施術成果の検討～」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 沖縄県　今西博昭
「立位体前屈における足底筋膜の影響」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 福岡県　徳永和也
「手のアーチ機能改善運動療法が上肢及び頚部可動域に及ぼす影響」　　　　　　　　　　 熊本県　相馬大志
「足関節背屈運動による下腿三頭筋の柔軟性獲得について」　　　　　　　　　　　　　　 福岡県　敷田和彦
「Heel Buttock Distance(HBD)測定による大腿四頭筋の評価方法と施術～内側広筋、外側広筋にフォーカスして～」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 長崎県　角本英昭
「膝蓋下脂肪体に対するアプローチの検討」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   鹿児島県　永﨑可子
「超音波画像で観る肩関節の特徴的加齢変化について」　　　　　　　　　　　　　　　　 長崎県　平川敬史
「外側上顆炎に対する徒手法の有用性について」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 大分県　尾林大生

接骨医学会に行く8編の発表があり、かなり多くの臨床データから検証されている発表や実際の臨床にて役立つ内容がたくさんあり、冒頭にて徳山先生がおっしゃられていた柔道整復術をアートからサインエンスへという掛け声の中、エビデンスをとることにより柔道整復術がしっかりとした医学的裏付けのもとで成り立っているということを証明していく必要があると感じた大会でした。
来年は長﨑県で行われます。多くの先生方の参加をよろしくお願いいたします。
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